
(Ba,K)Fe2As2超伝導 PIT 線材の作製 

Fabrication of (Ba,K)Fe2As2 superconducting PIT wires 
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 前回[1][2]では、In-situ法とEx-situ法による(Ba,K)Fe2As2超伝導PIT線材の作製を行い、Transport 

Jcを確認する段階までを達成することができた。一方で、Jc向上の取り組みとして行った添加物

(Ag,Sn,Pb)や HIP(Hot Isostatic Pressing)を施す試みでは In-situ 線材では効果が見られたものの、

Ex-situ 線材では Jc 向上が顕著に見られず、課題が残る結果となった。特に試料部分の不純物

(Fe2As等)の検出は大きな問題であり、その原因として線材化した後の焼成温度が考えられる。 

 今回、Ex-situ 線材の Jc向上の取り組みとして、線材化した試料を様々な温度条件の下で焼成

する試みを行った。まず Ex-situ 法に基づき、事前に作製した(Ba,K)Fe2As2 多結晶体をシース材

である銀管に詰めて線材化した。その後、長さ 5cm程に短尺化した PIT線材を SUS管に封入し、

様々な温度下で焼成を行った。焼成時間は 20時間である。 

 線材試料の磁化率の温度依存性を Fig.1 に示す。前回報告した 850℃焼成は転移がシャープで

ある一方、不純物が検出されている。640℃焼成、700℃焼成では 850℃焼成に比べ転移幅が広く

なっているが、これらの焼成温度では今のとこ

ろ不純物は検出されていない。さらに、640℃

焼成の線材試料においては 850℃焼成の線材

よりも Transport Jcの改善が見られた。こうし

たことから、今後は様々な焼成温度の Ex-situ

線材で Transport Jcの測定を行い、最適な温度

条件を判断していく。また、温度条件を軸に他

のTransport Jc向上の要素も検証し、Transport Jc

の改善を推し進めていく予定である。 
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Fig.1 短尺試料の磁化率の温度依存性 
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